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型破り・形無し  

                                                                           　 校長　 寺井　 次郎  

  

  先月１１日の土曜日、学校公開がありました。日頃お世話になっている学校応援団の皆様をはじめとする地域  

の方々に感謝の気持ちをお伝えする「感謝の会」と、加須市出身の落語家、入船亭扇蔵師匠による落語の鑑賞  

会をおこないました。子供たちからの感謝の言葉や音楽、そして扇蔵師匠による素晴らしい落語、いずれも御堪  

能いただけたのではないかと思っております。ところで、その扇蔵師匠からこんな話をうかがいました。  

　 もともと、日本の芸能や武道の世界では「守・破・離」という考え方があります。これは芸や技が上達していく過  

程を表したもので、  

　 「守」は、師や流派の教え、型、技を忠実に守り、確実に身につける段階。  

　 「破」は、他の師や流派の教えについても考え、良いものを取り入れ、心技を発展させる段階。  

　 「離」は、一つの流派から離れ、独自の新しいものを生み出し確立させる段階。  

を表しています。  

　 落語の世界も同様で、まずは何年もの間、弟子は師匠の芸の型を忠実に守り、まねをしながら基礎・基本を徹  

底的に身につけます。これは「守」の段階です。  

　 何年も何年もそうして修行していく中で、どうしても他の流派や自分の考えを取り入れた方がよい芸になって  

いく、どうしてもそうしたいという域に達して初めて殻を破り、個性が出てきます。「破」の段階ですね。  

　 そして、さらに修行を重ねる中で、独自の新しい芸のスタイルを生み出していきます。これが「離」の段階です。  

　 扇蔵師匠は、「何年もかけて徹底的に基礎を身につけた後に、師匠の教えから一歩踏み出し、自分らしさを発  

揮していくことを『型破り』、身につけるべき基礎・基本も身についていないうちに「個性」といって好き勝手を始  

めるのは『形無し』というのです。」と、教えてくださいました。扇蔵さん自身、前座から真打ちになるまでに実に  

１５年という時間をかけておられます。やはりその道の一流の人はすごいなあと感じました。  

  このお話から学校教育について振り返ってみました。子どもの個性を尊重にすることは大切なことです。しか  

し、たとえば義務教育、特に小学校の間は、学習にしても、運動にしても、あるいは生活習慣にしても「こうあるべ  

き」という型を徹底的に教え込むことも大切なのかもしれません。考えさせられました。  

　 帰りがけに「師匠、来年も来ていただけますか？」とうかがったところ、「喜んで！」と  

おっしゃってくださいました。来年も楽しみです。  

 



 
１１月の学習活動の様子

  

○授業公開・感謝の会・芸術鑑賞会  

 

 

 

 

 

　　【道徳の授業】　　　　【４年生による合唱】  

 

 　    【全校合奏　♪チキチキ　バンバン】

【応援団の方へのプレゼント】　　【芸術鑑賞会・落語教室】

 　学校公開では、御多用の折、御来校くださり、あり

がとうございました。子供たちは、全校合奏や呼びかけ

を通して、日ごろの感謝の気持ちを伝えました。今後も、

志多見っ子への御支援をよろしくお願いいたします。

○持久走大会 

　たくさんの声援を受けながら、一人一人が自己記録の

更新をめざして、力いっぱい走りました。 

○栄養教諭による学校訪問（１・２年生） 

　バランスのよい食べ方について学びました。子供たちは、苦
手な食べ物も一口挑戦しようという意識を高めていました。  

○小学生学級　 わら細工体験 

  ４年ぶりにわら細工体験を行いました。わら細工保存会の
皆様に御指導いただき、しめ縄の Xmas リースを作りました。

学校評価のお願い 

今年度も保護者・地域の皆様による学校評価に御協力ください。 

グーグルフォームを利用して、スマートフォンやパソコンから回

答をお願いいたします。詳細につきましては、後日文書を配付い

たしますので御確認ください。皆様の御意見を今後の教育活動に

活かしてまいります。

冬の交通事故防止運動期間　(１２月１日～１４日) 

  １２月は年末を控え、慌ただしくなること

から、夕暮れ時の交通事故が多い月と言われ

ています。子どもたちが交通事故にあうこと

なく、楽しい冬休みを過ごせるよ

う、学校では安全教育を行っています。保護者や

地域の皆様、引き続き、御指導・見守りをよろし

くお願いいたします。

 生活目標 

　 学校をきれい

にします 

 　・チャイムと同時に　そうじ開始・終了

 　・かかとそろえとロッカーの整とん　


